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高まる顧客ニーズに対応するために

当社が最も得意とする石油燃料の備蓄

配送に加え、 お客様からのご要望を多く

いただきます 「水」 や 「食料」 といった

災害時に必要となる備蓄品全ての備蓄

管理、 災害時の配送を当社が担うこと

ができる施設設備、 人的リソースの増強

を行います。

新年あけましておめでとうございます。 本年もよろしくお願い申し上げます。 2024 年は能登半島地震とともに始ま

り、 2025 年 1月を迎えた現在も、 能登半島での活動は継続中です。 1 年の災害活動を通じて得た様々な経験や

現地対応から生まれたお客様からのニーズにお応えできるように、 設備備品の増強や人材育成に務めてまいりまし

た。 今回の地震を通じて、 日本全体の災害に対する意識の高まりを感じるとともに、 具体的な対策を検討される企

業様からのご相談を多数いただくようになっています。 ご相談内容の中には今の日本BCP の経営リソースでは実

現が難しいものもあります。 このようなお客様からいただくご相談、 課題に対し、 ひとつひとつ真摯に向き合い、

課題解決に向けて経営リソースを増強しながら、 総合防災 ・減災企業として、 災害に強い日本を作るために、 お

客様とともに歩んでいきたいと考えています。
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石油燃料以外の備蓄配送
基盤構築

データセンターの建設ラッシュや海外大

手製造工場の進出などの動きから、 燃

料備蓄配送ニーズが質、 量ともに飛躍

的に高まっています。 備蓄拠点や車両

を増強するとともに、 ドローン配送等の

新たな技術を積極的に導入し、 高まる

ニーズに対応できるよう体制を強化して

まいります。

高まる災害時石油燃料備
蓄配送ニーズに対応

発電機の模擬負荷試験や発電機の定期

メンテナンスに加え、 発電機の入替増設

工事のご提案から施工までトータルでご

提案をするとともに、 発電機用燃料のリ

フレッシュや劣化した燃料の入替、 タン

ク清掃まで燃料メンテナンスも含めた発

電機の全てお任せいただけるサービス展

開を行います。

発電機トータルサービス
の展開

お取引先様や社会からの要請に対し、 確実にお応えできるように 2025 年も立ち止まることなく、 既存サービスの

さらなる質の向上を目指すと同時に、 新サービスのスキーム構築にも果敢に挑戦していきます。

20252025年さらなるお客様の安心安全を年さらなるお客様の安心安全を
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